
平成１４年の海外在留邦人数調査統計

Ⅰ 在留邦人の動向

１．全般的特徴

（１）在留邦人総数の状況
各在外公館を通じた調査によれば、平成１４年１０月１日現在、

全世界に在留する邦人数（長期滞在者と永住者の合計）は過去最高
を更新する８７３，６４１人に達した（対前年比４．３％増 。仮）
にこの割合で増加し続けるとすれば、２００６年には１００万人を
突破することが見込まれる。
（注）長期滞在者：３ヶ月以上の滞在者で永住者でない者

永住者：当該在留国より永住権を認められている者

在留邦人の最も多い国は①米国（３１５，９７６人 、次いで②）
ブラジル（７２，３４３人 、③中国（６４，０９０人）となって）
いる。この順位は前年と同様であるが、中国の伸び（前年の５３，
３５７人より２０％増）が著しい。
在留邦人の最も多い都市は①ニューヨーク（６０，９９３人 、）

次いで②ロサンゼルス（４０，１０６人 、③香港（２６，２６７）
人）となっている。

（２）地域別内訳
①最も在留邦人の多い地域である北米は、前年比１．４％増の３
５２，３５８人（全体の４０．３％）となった。
②アジアの在留邦人数は前年比８ １％増の１８７ ９５２人 全． ， （
体の２１．５％）となり、過去最高となった。
③大洋州、中米・カリブ、西欧、中・東欧、中東が増加した（伸
び率としては大洋州の伸びが１３．１％増と著しい）一方で、南
米、アフリカでは減少した。

（３）長期滞在者及び永住者の状況
長期滞在者数は、５８７，９３６人（全在留邦人数の約６７％）

で前年に比し８．２％増加した。地域別では、アジア、大洋州の伸
びが著しい（それぞれ８％、１６．９％増 。）
永住者は、２８５，７０５人（全在留邦人数の約３３％）で前年

に比し２．６％減少した。地域的には、１位の北米、２位の南米が
減少傾向にある。

（４）男女別内訳
男女別在留邦人数は、平成１１年に初めて女性の数が男性の数を

、 、 ．上回ったが この傾向は１４年も同様に続いき 女性が全体の５１
８％を占めた。地域別では、大洋州、北米、西欧で女性の数が男性
数を上回っている。

（５）長期滞在者の職業別傾向
長期滞在者のうち最大の割合を占める民間企業関係者は、前年比

６％増の３０８，７４５人となった。伸び率は、自由業関係者の伸
び（前年比２１．９％増の１７，１３２人）が著しい。


